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▼
施
行
日

平
成
十
九
年
四
月
一

日
（
拡
充
後
の
最
初
の
支
給
月

平
成
十
九
年
六
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課
（
公
務
員
は
勤

務
先
）

@
49
―
８
０
０
３

〈0歳以上3歳未満の児童の養育者に対する児童手当〉 

〈3歳以上（現行どおり）〉 

第１子、第２子 
第３子以降 

第１子、第２子 
第３子以降 

月額　  5,000円 
月額　10,000円 

月額　10,000円（増額） 
月額　10,000円（現行どおり） 

月額　  5,000円 
月額　10,000円 

（現　行） （改　正） 

毎
月
金
融
機
関
等
で
納
付
書
に

よ
り
納
め
る
他
に
、
便
利
な
納
め

方
が
あ
り
ま
す
。

▼
好
き
な
時
間
に
納
め
ら
れ
ま
す

①
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

納
付
書
と
現
金
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

②
電
子
納
付
（
ペ
イ
ジ
ー
）
が
ご

利
用
で
き
ま
す
。

電
子
納
付
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
（
携
帯

電
話
）、
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ

ン
グ
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
に
な

る
金
融
機
関
の
電
子
納
付
の
可

否
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

毎
月
自
動
的
に
口
座
か
ら
引
き

落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
ま
す
。
手
数
料
は
無

独
自
の
被
保
険
者
証
が
一
人
に

一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

★
保
険
料

所
得
な
ど
に
応
じ
て
決
め
ら
れ

る
保
険
料
を
全
員
が
納
め
ま

す
。
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
社
会
保
険
の

被
扶
養
者
の
方
も
こ
の
制
度
に

移
行
し
、
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

★
高
額
医
療
・
高
額
介
護
　
合
算

制
度

医
療
・
介
護
の
自
己
負
担
が
合

算
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
合
算

額
が
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
現
行
の
老
人
保

健
制
度
と
同
様
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
１

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局

高
松
市
福
岡
町
二
丁
目
三
番
二

号
（
香
川
県
自
治
会
館
内
）

@
０
８
７
―
８
１
１
―
１
８
６
６

2

現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ

り
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
七
十

五
歳
以
上
の
方
等
、
対
象
に
な
る

方
は
、
香
川
県
内
の
全
て
の
市
町

村
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
」
が
運
営
を
行
う
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
開
始
時
期

平
成
二
十
年
四
月
か
ら

▼
対
象
者

七
十
五
歳
以
上
の
人

（
誕
生
日
に
資
格
取
得
）

六
十
五
歳
以
上
で
寝
た
き
り
等

の
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

（
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た

日
）

《
老
人
保
健
制
度
と
違
う
点
》

★
運
営
主
体

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

★
被
保
険
者
証

平
成
二
十
年
度
よ
り
新
た
に

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

が
始
ま
り
ま
す
！

国
民
年
金
の
保
険
料
を
「
忙

し
く
て
納
め
に
行
け
な
い
」

と
き
は

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養

育
者
に
対
す
る
児
童
手
当
の

額
を
、
第
一
子
及
び
第
二
子

に
つ
い
て
倍
増
し
、
出
生
順

位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
月
一

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
三
才
以
上
の
児
童

の
児
童
手
当
の
額
は
、
支
給

対
象
年
齢
及
び
所
得
制
限
限

度
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど

お
り
で
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
か

ら
特
段
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら

三
歳
未
満
の
児
童
手
当
等
の
額
は

一
律
月
額
一
万
円
と
な
り
ま
す

が
、三
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、

第
一
子
及
び
第
二
子
の
手
当
額
は

五
千
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た



料
で
す
。
ま
た
、「
口
座
振
替
割

引
制
度
」
も
あ
り
、
お
得
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

国
年
業
務
・
保
険
料
課

@
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
４
１

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
２

▼
社
会
保
険
庁
で
は
、
皆
様
の
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の
加
入

記
録
に
基
づ
い
た
年
金
見
込
額
試

算
を
行
っ
て
い
ま
す
。
従
前
は
五

十
五
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
し
た

が
、
五
十
歳
以
上
の
方
か
ら
ご
利

用
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
年
金
見
込
額
試
算
を
ご
希
望
の

方
は

①
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
お
申
込
み

http://w
w
w
.sia.go.jp

②
電
話
に
よ
る
お
申
込
み

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で

@
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５

受
付
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
五
時
十
五
分
（
土
日
祝

日
除
く
）

③
面
談
で
の
ご
相
談

社
会
保
険
事
務
所
で
受
付
し
て

い
ま
す
。
待
ち
時
間
の
少
な
い
予

約
制
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

国
年
業
務
・
保
険
料
課

@
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
４
２

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
２

地
域
の
自
治
振
興
の
運
営
と
発

展
に
務
め
て
い
る
自
治
会
長
の
皆

さ
ん
で
す
。
各
自
治
会
と
も
地
域

住
民
と
協
力
し
て
自
治
会
活
動
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
未
結
成

の
地
域
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
を
立

ち
上
げ
て
地
域
の
発
展
を
い
っ
し

ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

3

年
金
見
込
額
試
算
の
対
象
年

齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

▼
各
自
治
会
名
・
会
長
氏
名

（
敬
称
略
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

宇
多
津
町

自
治
会
会
長
の
紹
介

自
治
会
名 

田
町
南 

田
町
北 

十
楽
寺 

大
　
門 

山
　
下 

西
町
東 

西
町
中 

横
　
町 

宇
夫
階 

海
岸
町 

浜
　
町 

栄
　
町 

幸
　
町 

坂
下
西 

坂
下
東 

岩
　
屋 

会
長
氏
名 

池
内
　
　
清 

金
井
　
忠
一 

中
野
　
　
均 

竹
内
　
雅
規 

山
田
　
勝
利 

神
ì
日
出
雄 

西
村
　
栄
次 

木
下
　
　
哲 

飯
田
　
健
児 

玉
井
　
眞
之 

　
原
　
　
忠 

水
尾
　
伸
一 

倉
田
　
孝
一 

松
永
　
秀
行 

今
津
　
福
人 

稲
井
　
正
夫 

自
治
会
名 

向
山
北 

向
山
南 

新
　
町 

鍋
　
谷 

警
察
官
舎 

三
菱
団
地 

水
主
町 

伊
勢
町 

か
じ
や
町 

本
　
町 

今
　
市 

浦
　
町 

倉
の
前 

塩
　
浜 

新
　
開 

新
開
南 

会
長
氏
名 

西
川
　
　
皎 

山
下
　
道
雄 

三
野
　
義
一 

宮
本
　
一
夫 

永
井
　
栄
一 

斉
藤
　
利
和 

長
尾
　
順
二 

畑
　
　
　
元 

佐
々
木
諦
道 

桑
原
　
信
一 

磯
野
　
　
清 

氏
家
　
作
衛 

大
松
喜
次
郎 

高
瀬
　
義
富 

中
野
　
良
兼 

行
成
　
政
男 

自
治
会
名 

平
　
山 

北
　
浦 

津
の
郷 

津
の
郷
北 

県
営
団
地 

大
　
橋 

大
橋
南 

大
橋
東 

岩
屋
団
地 

海
上
交
通 

新
県
営 

浜
二
番
丁 

新
浜
東 

浜
七
番
丁 

 

会
長
氏
名 

池
田
　
正
彦 

山
本
　
　
毅 

大
喜
多
　
功 

松
本
　
光
夫 

安
藤
美
代
子 

伊
藤
　
嘉
雄 

川
本
　
　
武 

糸
谷
　
義
門 

西
川
　
　
豊 

西
田
　
芳
正 

岩
ì
　
　
真 

村
井
　
英
正 

和
泉
　
烝
治 

西
本
加
壽
穗
　 

 
 

今月の町税納期　●固定資産税（第1期納期） ●軽自動車税（全期納期） 納期限　5月31日



4

町
県
民
税
と
所
得
税
で
は
人
的

控
除
額
に
差
が
あ
り
、
納
税
者
の

負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
五

％
の
調
整
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

地
方
分
権
を
進
め
て
い
く
「
三

位
一
体
改
革
」
に
よ
り
、
所
得
税

（
国
税
）
と
住
民
税
（
地
方
税
）

の
税
率
を
変
え
る
こ
と
で
、
国
か

ら
地
方
へ
税
源
移
譲
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
平
成
十
九
年
一
月

分
か
ら
所
得
税
が
減
り
、
平
成
十

九
年
六
月
分
か
ら
住
民
税
が
増
え

ま
す
。
し
か
し
、
税
源
の
移
し
替

え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」

の
合
計
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税

「
10
％
か
ら
37
％
ま
で
の
四
段

階
」
か
ら
「
5
％
か
ら
40
％
ま
で

の
六
段
階
」
に
変
わ
り
ま
す
。

住
民
税

「
5
％
か
ら
13
％
ま
で
の
三
段

階
」
か
ら
「
一
律
の
10
％
」
に
変

わ
り
ま
す
。

所
得
税

平
成
十
八
年
一
月
分
か
ら
税
額

の
10
％
相
当
額
を
減
額
（
十
二
・

五
万
円
を
限
度
）
が
平
成
十
九
年

一
月
分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

住
民
税

平
成
十
八
年
六
月
分
か
ら
税
額

の
7
・
5
％
相
当
額
を
減
額
（
二

万
円
を
限
度
）
が
平
成
十
九
年
六

月
分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、

六
十
五
歳
以
上
（
昭
和
十
五
年
一

月
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）で
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
一
二
五

万
円
以
下
の
人
は
「
住
民
税
」
が

非
課
税
で
し
た
が
、
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
平

成
十
九
年
度
は
税
額
の
三
分
の
一

が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
均
等
割
の

場
合
も
同
様
で
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課

@
49
―
８
０
０
４

※　一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
※　上記住民税額には、均等割（年額4,000円）が含まれてます。 

独身者の場合 

税源移譲前（定率減税あり） 

所得税 
（18年分） 

111,600円 

232,200円 

426,600円 

住民税 
（18年度分） 

63,600円 

154,700円 

291,000円 

合　計 

175,200円 

386,900円 

717,600円 

給与収入 

300万円 

500万円 

700万円 

定率減税廃止 
による増額分 

17,300円 

38,100円 

67,400円 

税源移譲後（定率減税なし） 

所得税 
（19年分） 

62,000円 

160,500円 

376,500円 

住民税 
（19年度分） 

130,500円 

264,500円 

408,500円 

合　計 

192,500円 

425,000円 

785,000円 

夫婦＋子供2人の場合（うち1人が特定扶養親族） 

税源移譲前（定率減税あり） 

所得税 
（18年分） 

0円 

107,100円 

236,700円 

住民税 
（18年度分） 

12,300円 

74,300円 

185,300円 

合　計 

12,300円 

181,400円 

422,000円 

給与収入 

300万円 

500万円 

700万円 

定率減税廃止 
による増額分 

700円 

17,600円 

41,000円 

税源移譲後（定率減税なし） 

所得税 
（19年分） 

0円 

59,500円 

165,500円 

住民税 
（19年度分） 

13,000円 

139,500円 

297,500円 

合　計 

13,000円 

199,000円 

463,000円 

年金者、夫婦2人の場合（本人65歳以上、70歳未満の配偶者を扶養） 

税源移譲前（定率減税あり） 

所得税 
（18年分） 

0円 

28,900円 

62,400円 

住民税 
（18年度分） 

0円 

7,700円 

40,600円 

合　計 

0円 

36,600円 

103,000円 

年金収入 

200万円 

240万円 

280万円 

定率減税廃止 
による増額分 

0円 

6,800円 

10,000円 

税源移譲後（定率減税なし） 

所得税 
（19年分） 

0円 

16,100円 

34,700円 

住民税 
（19年度分） 

0円 

27,300円 

78,300円 

合　計 

0円 

43,400円 

113,000円 

※年金控除額が65歳以上の方で収入が260万円以下の場合140万円から、収入が330万円以下の場合120万円に 
　かわりました。 
※老年者控除（65歳以上）48万円が廃止になりました。 
※宇多津町ホームページに税源移譲の事が掲載されていて、その中に税額計算のページがありますのでご利 
　用ください。 

平成18年度からの改正点 住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています。 

平成17年度 

合計所得金額 
125万円以下 
の方非課税 

平成18年度以降 

課 税 

経過措置として 
平成18年度は所得割額を３分の２を減額と均等割1,300円 
平成19年度は所得割額を３分の１を減額と均等割2,600円 
平成20年度以降は、所得割額の全額と均等割4,000円 
※この経過措置は昭和15年1月2日以前に生まれた方が対象になります。 

改正前 

15％ 
20％ 

10％ 

10％ 13％ 

30％ 
33％ 

43％ 

50％ 

5％ 

20％ 

30％ 
37％ 

改正後 

15％ 
20％ 

5％ 

10％ 

30％ 
33％ 

43％ 

50％ 

10％ 

20％ 23％ 

33％ 
40％ 所得税 

町県民税 

▲1800▲900▲695▲330▲195▲0▲1800▲900▲700▲330▲200▲0
課税所得（単位：万円） 課税所得（単位：万円） 

調
整
控
除
の
創
設

定
率
減
税
の
廃
止

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

所得税と町県民税の負担率

モデルケース 税源移譲と定率減税廃止よる負担変動（年額）

税
源
移
譲
に
よ
り

市
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す



で
き
れ
ば
、
親
子
祖
父
母
も
一
緒

に
写
真
を
見
な
が
ら
、
思
い
出
話

が
で
き
る
と
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
子
ど
も
に
と
っ
て
も
幸
せ
な

記
憶
と
な
り
、
そ
の
後
の
日
々
に

大
き
な
力
の
源
と
な
る
は
ず
で

す
。
た
だ
「
こ
の
こ
ろ
の
方
が
可

愛
か
っ
た
わ
よ
…
」
な
ど
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
、
大
き
く
な
っ
た

自
分
を
否
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
こ
ん
な

に
小
さ
か
っ
た
の
に
、
ず
い
分
大

き
く
な
っ
て
、
お
母
さ
ん
は
う
れ

し
い
」
な
ど
、
肯
定
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

@
49
―
８
０
０
３

三
歳
こ
ろ
、
自

我
・
自
意
識
が
し
っ

か
り
し
て
く
る
と
、

子
ど
も
は
自
分
の
周
囲
の
出
来
事

を
理
解
し
記
憶
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
の
こ

と
も
、
言
語
化
さ
れ
な
い
ま
ま
意

識
下
の
記
憶
に
し
ま
わ
れ
ま
す

が
、「
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

ね
　
楽
し
か
っ
た
ね
」
と
、
後
々

ま
で
語
り
合
え
る
記
憶
と
な
る
の

は
、
三
歳
こ
ろ
以
降
で
す
が
、
年

齢
が
上
が
る
に
つ
れ
、
記
憶
は
遠

ざ
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
親

子
で
思
い
出
を
語
り
合
い
、
記
憶

の
中
に
あ
る
家
族
の
愛
を
、
色
あ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

小
さ
い
頃
の
写
真
を
飾
っ
て
、

「
ほ
ら
、
す
ご
く
可
愛
い
か
っ
た

わ
よ
　
楽
し
か
っ
た
ね
」
そ
ん
な

お
母
さ
ん
の
言
葉
を
子
ど
も
は
満

足
そ
う
に
聞
き
な
が
ら
、
自
分
が

ど
ん
な
に
愛
さ
れ
て
育
っ
て
き
た

か
を
確
認
し
、「
生
ま
れ
て
き
て

よ
か
っ
た
」と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

5

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
す
が
今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
い
じ
め
の
増
加
、
少
年
非
行
の

凶
悪
化
、
児
童
虐
待
の
増
加
、
性
の

商
品
化
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
い

じ
め
や
虐
待
は
、
子
ど
も
に
対
す

る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

心
身
の
発
達
の
著
し
い
子
ど
も

の
時
代
に
受
け
る
「
心
の
傷
」
は
、

癒
え
る
の
に
時
間
が
か
か
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
人
生
観

を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
は
将
来
へ

の
夢
や
希
望
を
は
ぐ
く
む
こ
と
の

で
き
る
環
境
が
必
要
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
日
に
は
、
家
庭
の
中
で

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
人
権
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
み
ん
な
で
と
り
く
む
人
権
・

同
和
教
育
　
香
川
県
人
権
・
同
和

教
育
研
究
協
議
会
よ
り
一
部
抜
粋
）

五
月
五
日
は
、
子
ど
も
の
日
。

そ
こ
で
、
今
回
は
子
ど
も
の
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
家
庭
の
中
で
、
子
ど
も

に
何
気
な
く
言
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
「
お
兄
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
か
ら

が
ま
ん
し
な
き
ゃ
ダ
メ
よ
！
」

「
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
お
手
伝
い

し
な
く
ち
ゃ
」
な
ど
。

人
権
は
人
間
と
し
て
の
権
利
で

す
か
ら
、
大
人
に
対
し
て
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
に
も
同
じ
よ
う
に

保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
大
人

以
上
に
人
権
を
侵
害
さ
れ
や
す
い

子
ど
も
は
、社
会
的
に
保
護
さ
れ
、

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九

八
九
年
に
国
連
に
お
い
て
児
童
の

権
利
に
関
す
る
条
約
（
子
ど
も
の

権
利
条
約
）
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
条
約
で
は
、
生
き
る

（
生
存
）、
育
つ
（
発
達
）、
守
ら

れ
る
（
保
護
）
と
い
っ
た
権
利
と

と
も
に
、
自
由
に
意
見
を
表
明
し

た
り
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
自

由
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
い
っ
た
社
会
に
参
加
す
る
権
利

を
子
ど
も
に
保
証
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権

ñ
ñ

人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
W

ñ
ñ

口
座
振
替
に
す
る
と
納
期
末
日

に
税
が
自
動
的
に
引
落
と
さ
れ
る

の
で
、
大
変
便
利
で
す
。

県
内
の
百
十
四
銀
行，

香
川
銀

行
、
高
松
信
用
金
庫
、
香
川
県
農

業
協
同
組
合
、
郵
便
局
が
ご
利
用

頂
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
は
、
納
税
通
知
書
、

通
帳
印
を
持
参
の
う
え
、
町
内
の

金
融
機
関
、
ま
た
は
、
税
務
課
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
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固
定
資
産
税
は
前
納
（
第
一
期

納
期
限
ま
で
に
四
期
分
の
税
を
全

額
納
付
）
し
て
頂
け
れ
ば
、
第
二

期
分
税
額
の
十
二
％
（
限
度
額
五

万
円
）
が
前
納
報
奨
金
と
し
て
交

付
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替

全
納
奨
励
金



今
年
度
は
、
本
校
創
立
六

十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
、
六
十
年
の
歩

み
を
生
徒
た
ち
が
調
べ
、
一

冊
に
ま
と
め
る
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
な
か
で
、

生
徒
の
取
材
に
応
じ
て
い
た

だ
け
る
方
、
写
真
・
資
料
等

を
お
貸
し
い
た
だ
け
る
方
が

お
い
で
ま
し
た
ら
、
中
学
校

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。@
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担
当
　
宮
内
宏
和

藤
原
　
正
�

な
お
、
お
借
り
し
た
写

真
・
資
料
等
は
、
後
日
お
返

し
い
た
し
ま
す
。

一
名
、
女
子
七
十
九
名
、
計
百
四

十
名
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。入

学
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

自
分
た
ち
が
入
学
し
た
時
の
不
安

な
気
持
ち
を
思
い
起
こ
し
た
生
徒

た
ち
が
、
新
入
生
の
不
安
を
少
し

で
も
和
ら
げ
て
あ
げ
た
い
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
ま
し
た
。

二
、
三
年
生
あ
わ
せ
て
四
十
名
の

生
徒
た
ち
で
す
。
桜
の
開
花
期
に

活
動
す
る
チ
ー
ム
h
さ
く
ら
i
が

誕
生
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
今
回
、
来
賓
の
方

の
受
付
を
し
た
あ
と
、
控
室

に
ご
案
内
し
、
お
茶
を
お
出

し
し
ま
し
た
。
来
賓
の
方
は
、

「
男
の
子
が
お
茶
出
し
し
て
く

れ
る
ん
で
す
ね
」「
中
学
生
ら

し
く
礼
儀
正
し
い
で
す
ね
」

な
ど
と
、
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。
お
茶
出
し
は
初
め
て
経

験
し
た
の
で
す
が
、
う
ま
く

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
二
年
　
井
浦
翼
さ
ん
）

う
れ
し
さ
と
不
安
と
で
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
中
学
校
内
に
入

る
と
、
二
・
三
年
生
の
方
々
が

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
自
分
の
ク
ラ
ス
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が

だ
れ
な
の
か
と
い
う
不
安
な
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、
上
級

生
が
晴
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
分
か
ら
な
か
っ
た
教
室
に

連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と

き
に
は
、「
自
分
も
中
学
生
に

な
っ
た
ん
だ
な
あ
」
と
、
と
て

も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
来

年
は
、
ぼ
く
が
新
入
生
を
助
け

て
あ
げ
た
い
で
す
。

（
一
年
　
瀬
尾
政
隆
さ
ん
）

た
。
三
月
十
五
日
、
同
支
部
事
務

局
長
の
橋
田
行
子
氏
に
ご
来
校
い

た
だ
き
、全
校
生
の
見
守
る
な
か
、

生
徒
会
長
の
小
西
騰
太
さ
ん
が
お

預
け
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
月
二
十
八
日
付
で

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
よ
り
、
感
謝

状
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆

様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。四

月
七
日
、
入
学
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
男
子
六
十

6

平
成
十
七
年
の
十
二
月
、
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
香
川
支
部
の
方
を

お
招
き
し
て
、
人
権
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
世
界
の
子
ど
も
た

ち
の
惨
状
を
知
り
、
生
徒
た
ち
は

「
ど
う
す
れ
ば
役
に
立
て
る
の
？

役
に
立
ち
た
い
！
」
と
思
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
以
来
、
生
徒
会
本
部

役
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
募
金
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
二
月
・
三
月
を
中
心

に
、
平
日
に
は
、
校
門
で
募
金
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
休
日
に
は
、

各
種
行
事
・
催
し
物
会
場
に
出
向

き
、
広
く
地
域
の
方
々
に
「
温
か

い
心
」
を
お
届
け
い
た
だ
け
る
よ

う
活
動
し
ま
し
た
。

二
年
間
に
わ
た
る
募
金
活
動
の

結
果
、
非
常
に
多
く
の
方
々
か
ら

善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

「うたづの町家と
おひなさん」会場にて

「温かい心」を預ける
小西騰太さんと、橋田
事務局長感謝状

新入生を代表して「誓
いのことば」を述べる
岡崎美奈子さん

新入生の胸にお祝いのリ
ボンをつけた後、教室ま
で案内をしました。

来賓の方々を控室へご案
内し、お茶をお出ししま
した。



川
向
教
授
は
小
布
施
町
の
具
体

的
な
事
例
を
示
し
、
心
地
よ
い
景

観
へ
の
導
き
方
な
ど
を
紹
介
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
急
ぐ
必
要
は
な

い
　
ゆ
っ
く
り
し
っ
か
り
進
め
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
一
方
、

山
田
氏
は
、
町
に
暮
ら
す
人
自
ら

が
町
を
考
え
る
行
為
の
大
切
さ
を

指
摘
。「
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
h
つ

な
ぐ
i
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
。

人
と
人
、
町
と
人
を
h
つ
な
い
で

い
る
i
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、

今
後
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し

ま
し
た
。

町
婦
人
会
や
宇
多
津
町
建
設
業

協
会
、
宇
多
津
商
工
会
、
町
職
員

等
約
八
十
名
に
よ
り
大
束
川
の
河

川
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
河
川
の

土
手
や
川
底
に
た
ま
っ
て
い
た
ご

み
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
を
二
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
分
回
収
し
ま
し

た
。
川
が
自
然
に
汚
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
川
を
守
る

た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
元
の
住
民

の
皆
さ
ん
に
よ
り
青
の
山
山
麓
で

も
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
、
約
五

十
袋
（
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
）

を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
か
く
さ
保
育
園
、
わ
か
く
さ

北
保
育
園
の
年
長
児
と
ピ
コ
ッ
ト

（
学
童
）
の
約
七
十
名
が
ユ
ー
プ

ラ
ザ
う
た
づ
に
劇
団
「
玉
手
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
を
観
に
行
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト
マ
マ
モ
コ

モ
コ
が
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を

無
料
で
招
待
し
た
も
の
で
す
。

は
じ
め
の
お
話
「
ふ
し
ぎ
な
た

け
の
こ
」
は
、
た
け
の
こ
が
ど
ん

ど
ん
ど
こ
ま
で
も
伸
び
て
ゆ
く

財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
か

ら
、
桜
の
植
栽
、
愛
護
、
研
究
そ

の
他
、
桜
の
振
興
事
業
に
関
し
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
に
贈

ら
れ
る
「
さ
く
ら
功
労
者
」
の
全

国
表
彰
が
、
四
月
四
日
、
憲
法
記

念
館
（
東
京
都
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
か
ら
は
次
の
団
体
が
受

彰
さ
れ
ま
し
た
。

宇
多
津
さ
く
ら
の
会

（
代
表
　
西
本
加
壽
穗
氏
）

今
回
の
受
章
を
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

宇
多
津
の
ま
ち
を
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
宇
多
津
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主

催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
委
員
が

取
組
ん
だ
一
年
間
の
活
動
報
告
や

交
流
が
始
ま
っ
た
長
野
県
小
布
施

町
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

る
東
京
理
科
大
学
川
向
正
人
教
授

ら
と
の
討
論
を
通
じ
て
、
テ
ー
マ

絵
本
と
は
違
っ
た
迫
力
に
、
子

ど
も
た
ち
は
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

次
の
横
に
伸
び
る
お
話
で
は
、

陣
羽
織
を
着
た
語
り
部
の
「
ト
ザ

イ
ト
ー
ザ
イ
」
に
導
か
れ
て
、
絵

巻
物
ス
タ
イ
ル
で
展
開
す
る
「
じ

ご
く
の
そ
う
べ
え
」
の
見
知
ら
ぬ

世
界
に
引
き
込
ま
れ
、
み
ん
な
で

じ
っ
く
り
面
白
さ
を
味
わ
い
楽
し

み
ま
し
た
。

モ
コ
モ
コ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
！

と
す
る
み
ず
か
ら
光
り
続
け
る

「
ま
ち
」
へ
の
次
な
る
一
歩
を
考

え
ま
し
た
。

三
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

六
分
科
会
が
一
年
間
の
活
動
成
果

を
報
告
。
目
指
す
将
来
像
と
課
題

に
つ
い
て
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
古
街
―
学
校
・
サ

ロ
ン
分
科
会
は
、
町
家
実
態
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
景
観
形
成
に

貴
重
な
町
家
な
ど
が
町
内
に
百
一

軒
存
在
し
て
い
る
と
報
告
。
そ
の

う
え
で
、
目
指
す
景
観
形
成
に
は

独
自
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と

訴
え
ま
し
た
。

討
論
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

多
田
善
昭
会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
川
向
教
授
や
四
国

新
聞
社
報
道
部
の
山
田
明
広
記
者

ほ
か
が
参
加
し
ま
し
た
。
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「
つ
な
が
り
」「
ゆ
っ
く
り
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
／

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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大
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ク
リ
ー
ン
作
戦
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ポ
ー
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マ
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モ
コ
モ
コ
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皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

わ
か
く
さ
保
育
園
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さ
く
ら
功
労
者
受
彰
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第
七
回
と
な
る
今
回
、
沿
道
に

は
多
数
の
出
店
が
あ
っ
た
ほ
か
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、「
わ
ん
こ

う
ど
ん
早
食
い
コ
ン
テ
ス
ト
」
や

陸
上
自
衛
隊
第
十
四
音
楽
隊
に
よ

る
吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど
、
様
々
な

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

暖
か
い
春
風
と
と
も
に
、
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
山
保
育
所

の
園
庭
は
、
桜
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

パ
ン
ジ
ー
と
き
れ
い
な
花
に
つ
つ

ま
れ
、
春
ら
ん
ま
ん
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中

で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
日
、
満
開
の
桜
の
木
の

下
で
、お
花
見
給
食
を
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
宇
多
津
給
食
サ
ー
ビ

ス
か
ら
の
搬
入
が
始
ま
り
、
食
器

も
か
わ
い
ら
し
く
、
全
て
が
新
し

く
な
り
、
新
鮮
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
「
遠
足
み
た
い
や
な
」
と
大

喜
び
。
平
山
保
育
所
で
は
、
今
年

も
び
わ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ざ
く

ろ
、
姫
り
ん
ご
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
木
々
が
実
を
つ
け
始
め
ま
し

た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
い
ち
ご
も
食
べ

時
で
す
。
日
々
、
自
然
を
感
じ
な

が
ら
、
自
然
と
と
も
に
大
き
く
成

長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
た
穏
や
か
な
春

の
日
に
新
入
児
を
含
む
園
児
全
員

で
h
お
花
見
散
歩
i
へ
出
か
け
ま

し
た
。
年
令
に
よ
り
、
歩
く
子
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
、
散
歩
の
様
子

は
色
々
で
す
が
、
唄
を
歌
っ
た
り

た
ん
ぽ
ぽ
を
見
つ
け
た
り
し
な
が

ら
楽
し
く
行
き
ま
し
た
。

目
的
地
で
は
、
大
き
な
桜
の
木

が
子
ど
も
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
青
い
空
と
ピ
ン
ク
の
花

の
色
あ
い
が
何
と
も
言
え
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
思
わ
ず

「
わ
ぁ
ー
」
と
い
う
歓
声
が
あ
が

り
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
で
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
お

や
つ
を
食
べ
楽
し
い
お
花
見
と
な

り
ま
し
た
。

保
育
園
に
帰
り
、
栄
養
士
さ
ん

の
手
作
り
の
お
弁
当
給
食
を
楽
し

く
食
べ
ま
し
た
。

宇
多
津
小
学
校
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
学
年
の
ス
タ
ー
ト

を
き
る
四
月
六
日
か
ら
「
タ
ッ
チ

で
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
始
め
て
い

ま
す
。
六
年
生
、
町
の
あ
い
さ
つ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
担
当
の
教

員
が
正
門
で
よ
り
あ
い
登
校
（
集

団
登
校
）
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち

と
タ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
て
い
ま
す
。

ど
の
子
も
新
し
い
学
年
に
な
る

期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
元
気
に
あ
い
さ
つ

で
き
て
い
ま
し
た
。

タ
ッ
チ
で
あ
い
さ
つ
運
動
に
参

加
し
た
六
年
生
は
約
三
十
名
。
何

の
打
ち
合
わ
せ
も
し
て
い
な
い
の

に
自
主
的
に
集
ま
り
ま
し
た
。
あ

い
さ
つ
の
大
切
さ
、
意
味
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
で
す
。

宇
多
津
町
の
皆
さ
ん
も
登
校
中

の
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら

「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
な
が

ら
タ
ッ
チ
を
し
合
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
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桜
の
木
の
下
で

平
山
保
育
所

4/5

お
花
見
散
歩

あ
お
や
ま
保
育
園

4/6

始
業
式
の
日
か
ら

タ
ッ
チ
で
あ
い
さ
つ

4/6

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
協
議
会
主
催
の
同
イ
ベ
ン
ト

が
、
宇
多
津
ビ
ブ
レ
前
か
ら
う
た

づ
臨
海
公
園（
町
道
駅
・
公
園
線
、

約
四
百
ｍ
）
間
の
車
道
を
会
場
に

し
て
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
や
若
者

な
ど
、
約
四
万
人
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
年
二
回
（
春
、

夏
）、
う
た
づ
臨
海
公
園
を
中
心

と
し
た
車
道
を
歩
行
者
天
国
と
し

て
開
放
し
、
多
種
多
様
な
出
店
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

第
七
回
歩
行
者
天
国

歩
天

ほ
こ
て
ん

・
う
た
づ

「
桜
ど
お
り
」

4/1



こ
の
日
の
夜
、
宇
多
津
町
、
香

川
短
期
大
学
、
地
元
企
業
の
シ
エ

ル
　
エ
メ
ー
ル
主
催
「
恋
人
の

聖
地
」
点
灯
式
が
、
う
た
づ
臨
海

公
園
「
恋
人
の
聖
地
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
式
典
で
は
、
う
た
づ
臨
海

公
園
内
の
町
産
業
資
料
館
前
か
ら

南
に
続
く
沿
道
沿
い
の
並
木
に
飾

っ
た
、
約
２
万
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
一
斉
に
点
灯
し
、
訪
れ

た
若
者
や
家
族
連
れ
な
ど
、
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。う

た
づ
臨
海
公
園
周
辺
が
、
昨

年
、「
恋
人
の
聖
地
」
と
し
て
認

定
を
受
け
、
話
題
と
な
り
ま
し
た

北
小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
四
ク
ラ
ス

一
四
七
名
の
児
童
が
入
学
し
て
き

ま
し
た
。

式
で
は
、
担
任
か
ら
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
、
ど
の
新
入
生
も
目
を

輝
か
せ
、
元
気
よ
く
返
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
か
ら
の
歓

迎
の
言
葉
を
と
て
も
う
れ
し
そ
う

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
教
室
で
は
教
科
書
を
も

ら
い
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
習
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
興
味
深

そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
一
年
生
を
迎
え
、
全

校
生
七
四
一
名
が
そ
ろ
っ
て
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

こ
の
日
、
入
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
入
園
児
は
、
受
付
で
お
祝
い

の
リ
ボ
ン
や
ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
の
名

札
を
つ
け
て
も
ら
い
、
お
家
の
人

と
一
緒
に
誇
ら
し
げ
に
保
育
室
に

入
り
ま
し
た
。
自
分
の
持
ち
物
を

片
付
け
た
り
、
タ
オ
ル
を
つ
っ
た

り
し
な
が
ら
自
分
の
マ
ー
ク
や
ロ

ッ
カ
ー
の
場
所
を
覚
え
ま
し
た
。

入
園
式
で
は
担
任
の
先
生
に
一

人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

「
は
い
」
と
大
き
な
声
で
返
事
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
長

組
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
、

お
迎
え
の
歌
を
う
た
っ
て
く
れ
る

と
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
聴
い
て
い

ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
幼
稚
園
の
バ
ス

が
大
型
、
小
型
の
二
台
に
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
と
一
緒
に
い
ろ
い

ろ
な
所
へ
お
出
か
け
す
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
幼
稚
園

で
た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
と
仲
よ

く
遊
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

が
、
現
在
、「
恋
人
の
聖
地
」
は
、

地
域
の
活
性
化
と
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
国
内
で
約
百
カ
所

選
定
さ
れ
、
出
会
い
と
結
婚
を
象

徴
す
る
場
所
と
な
っ
て
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
こ
の
ほ

か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

悠
久
連
に
よ
る
阿
波
踊
り
、
津
の

郷
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子

舞
、
地
元
企
業
に
よ
る
ブ
ラ
イ
ダ

ル
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
香
川
短
期
大
学

の
学
生
が
考
案
し
た
新
名
物
「
い

に
し
え
恋
し
る
こ
」
が
、
同
大
学

の
有
志
の
皆
さ
ん
か
ら
、
来
場
者

に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
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園
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10

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
四
月

一
日
、
歩
天
・
う
た
づ
「
桜
ど
お

り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

出
店
し
た
の
は
、
支
部
長
手
作

り
の
お
で
ん
、
あ
め
ゆ
、
わ
ら
び

も
ち
の
三
種
の
販
売
。
町
内
の
方

を
中
心
に
大
勢
の
人
た
ち
と
の
交

流
が
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
は
総
会
の
月
。
郡
、

県
、
町
と
婦
人
会
一
連
の
総
会
も

無
事
終
わ
り
、
五
月
か
ら
は
本
格

的
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

五
月
に
は
、
会
員
研
修
旅
行
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
高
知

県
馬
路
村
を
見
学
す
る
予
定
で

す
。
小
さ
い
な
が
ら
も
住
民
み
ん

な
が
生
き
生
き
元
気
な
秘
訣
を
探

り
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

大
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

会
員
研
修
旅
行

▼
行
先

高
知
県
　
馬
路
村

▼
日
時

五
月
二
十
日
∂

▼
会
費

八，

五
〇
〇
円

キ
ッ
ズ
に
も
、
ピ
カ
ピ
カ
の
学

童
一
年
生
が
毎
日
に
ぎ
や
か
に
や

っ
て
き
ま
す
。
外
か
ら
遊
び
に
来

た
子
ど
も
た
ち
も
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
一
年
生
と
ル
ー
ル
を
守
っ

て
仲
良
く
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
上
級
生
や
中
・
高
生
た

ち
は
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
色
々
な
事
を
教
え
た
り
、
助

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

キ
ッ
ズ
に
来
る
と
、
卓
球
や
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ

て
、
大
き
い
お
兄
さ
ん
や
小
さ
い

妹
た
ち
が
、
遊
び
な
が
ら
仲
よ
く

な
る
事
が
で
き
ま
す
。
お
互
い
に

け
ん
か
せ
ず
、
い
い
友
だ
ち
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。

●
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

五
月
九
日
π

午
後
三
時
三
十
分
〜

●
お
り
が
み
教
室

五
月
十
一
日
ª

午
後
三
時
三
十
分
〜

●
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

五
月
十
三
日
∂

午
後
一
時
三
十
分
〜

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
遊
び

五
月
二
十
五
日
ª

午
後
三
時
三
十
分
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
４
０
０
５

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５

応
援
し
ま
す
！
友
だ
ち
づ
く
り
。

学
童
た
ち
と
も
仲
よ
く
遊
ぼ
う
！

這は

ひ
子
雛
皆
顔
上
げ
て
飾
ら
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
昌
克

そ
の
情
景
を
そ
の
ま
ま
に
実
に
素
直
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
宇
多
津
の

雛
祭
り
も
年
毎
に
充
実
し
、
特
に
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
そ
れ
に
高

松
で
の
日
本
フ
ラ
ワ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
観
光
ツ
ア
ー
に
も
組
み
込
ま
れ
こ

と
更
賑
わ
い
ま
し
た
。
立
派
な
お
雛
様
の
足
元
に
、
質
素
に
小
さ
く
飾
ら

れ
た
、
這
い
雛
を
見
つ
け
た
人
情
、
お
手
柄
で
す
ね
、
何
回
も
読
ん
で
ご

覧
、
今
に
も
子
雛
が
顔
上
げ
て
這
い
這
い
し
て
く
る
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

鑑
賞
　
木
下
よ
し
を

ラ
ン
ド
セ
ル
か
た
か
た
ス
キ
ッ
プ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
　
　
　
木
下
す
み
子

白
木
蓮
古
き
井
戸
あ
る
家
を
嗣
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

三
代
の
雛
塩
田
の
地
主
邸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

葦
原
の
つ
つ
み
に
咲
け
り
花
菜
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

お
ど
り
連
ゆ
れ
て
く
る
な
り
花
の
下
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
生

店
先
で
西
瓜
た
た
い
て
み
た
り
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
た
け
を

ゆ
る
ぎ
岩
ぐ
ら
り
無
音
の
暖
か
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
昌
克

桜
餅
わ
が
身
に
花
の
匂
い
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

母
の
年
越
し
て
し
ま
え
る
彼
岸
過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
た
け
し

春
雨
や
代
々
の
墓
の
淡
み
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
光
峰

風
の
日
と
な
り
た
る
朝
や
辛
夷
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

閻
魔
堂
十
王
並
ぶ
雛
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

手
移
し
に
燭
の
灯
雛
に
供
へ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
謙
太
郎

城
の
秘
話
読
ん
で
の
ぼ
る
や
花
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

帰
り
け
り
桜
三
里
の
花
見
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
倭
文

玉
葱
の
辛
さ
の
な
か
に
あ
す
が
み
え
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

古
郷
は
頬
に
風
あ
り
雛
の
街
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

花
ら
ん
ま
ん
女
こ
だ
わ
り
あ
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
樹
子

空
見
て
は
見
て
は
泣
き
を
り
ゴ
ム
風
船
　
　
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

み
ん
な
で
遊
ん
で
、
友
だ
ち
つ
く
ろ
う
！

中
学
生
は
小
学
生
と

小
学
生
は
中
学
生
と
！



最
近
、
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
ご
み
の
不
法
投
棄
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ご
み
の
不
法
投
棄
は

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
規
定
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
立
派
な
犯
罪
で
す
。

青
の
山
や
大
束
川
へ
の
ご
み
の

投
棄
は
、
以
前
か
ら
大
き
な
問
題

で
す
が
、
最
近
で
は
環
境
の
保
全

に
熱
心
な
方
々
に
よ
る
自
主
活
動

な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
適
宜

回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。
わ
が
町

の
山
や
川
が
美
し
く
あ
り
た
い
と

の
気
運
の
高
ま
り
は
、
心
強
く
思

う
と
と
も
に
大
変
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
ご
み
が
不
法
に
捨
て

ら
れ
る
事
案
は
あ
と
を
絶
た
ず
、

そ
の
都
度
回
収
に
苦
慮
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
町
で
は
、
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
不
法

投
棄
監
視
の
巡
回
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
山
や
川
の
み

な
ら
ず
、
住
宅
地
に
も
ご
み
の
不

法
投
棄
の
情
報
が
数
多
く
寄
せ
ら

…
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
南
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
に

は
、
家
族
に
限
ら
ず
地
域
の
方
々

の
温
か
い
支
援
が
必
要
で
す
。

昨
年
か
ら
、
県
主
催
で
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
と
は
、
町
が
実
施
す
る

介
護
予
防
事
業
の
補
助
や
、
ひ
と

り
暮
ら
し
・
認
知
症
高
齢
者
へ
の

声
か
け
や
見
守
り
、
家
族
へ
の
声

か
け
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

て
い
た
だ
け
る
方
々
で
す
。

こ
の
度
、
そ
の
研
修
を
修
了
さ

れ
た
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委

嘱
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
宇
多

津
町
内
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

●
セ
ン
タ
ー
の
三
月
の
相
談
実
績

（
延
人
数
）

・
総
合
相
談

介
護
・
日
常
生
活
…
七
十
四
人

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

…
…
…
…
…
百
七
十
九
人

医
療
…
…
…
…
…
三
人

所
得
・
家
庭
生
活
…
一
人

苦
情
…
…
…
…
…
〇
人

そ
の
他
…
…
…
…
三
人

・
介
護
予
防
支
援
…
…
七
十
四
人

・
地
域
支
援
事
業
…
…
十
三
人

計
　
三
百
四
十
七
人

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
一
階
）

@
49
―
８
７
４
０
　
　

町
で
は
、
住
民
や
事
業
者
な
ど

の
皆
様
の
個
人
情
報
を
適
正
に
取

扱
う
た
め
、
個
人
情
報
の
有
用
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の
権
利
利

益
を
保
護
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

個
人
情
報
の
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
、

町
と
し
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
施
行
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
件
数

百
十
七
　
件

・
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
の
請

求
並
び
に
処
理
件
数
　
〇
　
件

・
不
服
申
立
て
件
数
　
　
〇
　
件

れ
て
い
ま
す
。

も
し
も
、
過
去
に
軽
い
気
持
ち

で
ご
み
を
捨
て
た
こ
と
の
あ
る
人

は
二
度
と
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。
自
分
は
良
く
て
も
周
囲
に
大

変
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
社
会
は
個

人
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
こ
そ

成
り
立
ち
ま
す
。

ご
み
の
処
分
も
同
様
で
す
。
ご

み
を
不
法
に
捨
て
な
い
、
と
い
う

意
識
を
再
確
認
し
て
、
ご
み
の
落

ち
て
い
な
い
町
を
創
り
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
左
記
の
日
程
で
町
内

一
斉
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し

ま
す
。
自
治
会
、
職
場
、
個
人
等

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
参
加
で
地
域
や
職
場
周
辺
の
清

掃
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
日
時

五
月
二
十
七
日
∂

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
時

▼
実
施
区
域

宇
多
津
町
全
域

▼
集
合
場
所

・
各
自
治
会
で
決
め
た
集
合
場
所

・
自
治
会
未
結
成
区
域
及
び
事
業
所

12

ご
み
を
捨
て
な
い
で
！

宇
多
津
町
ク
リ
ー
ン
作
戦

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
委
嘱

平
成
十
八
年
度
個
人
情
報

保
護
制
度
の
施
行
状
況

広告 

浜三番丁25-7（四国健康村前） 
営業時間／17:00～25:00・年中無休　@49-5339

と 

と 

の 

お店です!!!

広告 

場　　所 四国医療専門学校　本館1階　※駐車場完備 

月～金曜日　9:00～17:30　※土・日・祝日は休み 

お気軽にお問い合わせください。 @（0877）41-2345

受付時間 

学校法人  大麻学園 

四国医療専門学校 

四国医療専門学校附属 
鍼灸治療院・接骨院 

宇多津町浜五番丁62-1



行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
有
識
者
で

す
。
委
員
活
動
の
主
な
内
容
と
し

て
は
、
国
・
県
・
独
立
行
政
法
人

な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
、
住
民
の

方
々
（
相
談
者
）
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
助
言
を
し
て
、
関

係
機
関
な
ど
に
苦
情
を
通
知
す
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
道
路
、
河
川
、
保
険
、
年

金
、
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
、「
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
」、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
改
め

て
欲
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
心
配

ご
と
や
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、
定

例
相
談
日
を
左
記
の
と
お
り
設
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時

毎
月
第
三
金
曜
日

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

▼
相
談
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

▼
相
談
委
員

・
宇
多
津
町
浜
八
番
丁
一
二
二
―
三

豊
嶋
　
　
寛

・
宇
多
津
町
一
八
五
二三

河
　
利
洋

▼
問
い
合
わ
せ
先

四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

@
０
８
７
―
８
３
１
―
３
１
０
３

町
総
務
課

@
49
―
８
０
１
３
　
　

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

去
る
三
月
二
十
五
日
に
石
川
県

能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
り
、
家
屋
の
損
害
等
が
発
生

し
、
三
市
四
町
（
七
尾
市
、
輪
島

市
、
珠
洲
市
、
志
賀
町
、
中
能
登

町
、
穴
水
町
、
能
登
町
）
に
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
災
害
に
伴
い
石
川
県
共
同

募
金
会
で
は
、
義
援
金
の
募
集
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
宇
多
津
町
共

同
募
金
会
で
は
、
こ
の
災
害
で
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
義
援
金
の
募

集
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ

ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
義
援
金
募
集
期
間

九
月
二
十
八
日
ª
ま
で

▼
受
付
場
所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
一
階

町
社
会
福
祉
協
議
会
内
共
同
募

金
会
宇
多
津
町
支
会

▼
受
付
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
期
間
中
の
平
日
に
お
願
い
し

ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

共
同
募
金
会
宇
多
津
町
支
会
、

ま
た
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

@
ど
ち
ら
も
49
―
０
２
８
７

13

町
は
、
住
民
の
皆
様
の
『
知
る

権
利
』
を
尊
重
し
、
行
政
情
報
の

公
開
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
開
か

れ
た
町
政
の
実
現
が
図
ら
れ
、
町

政
へ
の
参
加
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
運
用
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開 
請求件数 

２件 ０件 ２件 ０件 

処　理　状　況 

公　開 一部公開 
非公開 

非公開文書 

０件 

文書不存在 

・不服申立て　０件 

平
成
十
八
年
度
情
報
公
開

制
度
の
運
用
状
況

行
政
相
談
委
員
の
活
動

「
能
登
半
島
地
震
災
害
義

援
金
」
の
募
集

13 
∂ 

20 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

聖マルチン病院 
（谷　町） 
146－5195

坂出市立病院 
（文京町） 
146－5131

回生病院 
（室　町） 
146－1011

3 
∫ 

4 
ª 

5 
º 

6 
∂ 

27 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

高橋内科医院 
（文京町） 
146－3315

鶴野医院 
（宇多津町） 
149－0431

5月の休日当番医院 

※変更することがありますので、新聞等で確認してください。 

福家内科クリニック 
（加茂町） 
148－0331

林内科呼吸器科医院 
（白金町） 
146－5302

くわはら医院 
（宇多津町） 
149－3200

土田内科医院 
（川津町） 
146－8451

西山脳神経外科病院 
（加茂町） 
148－3366

まえだ整形外科外科医院 
（室　町） 
146－5056

松山医院 
（宇多津町） 
149－0706

峯小児科医院医院 
（寿　町） 
146－4315

番の州ハピネスクリニック 
（八幡町） 
144－5566

みのりクリニック 
（駒止町） 
159－0082

広告 

（マミーの横） 

自然素材クリーニング（ECO洗い）を 
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く） 

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様 
限り 

広告 介護付有料老人ホーム 

高齢者向け優良賃貸住宅 

★保証金は無料! ★全室個室でプライバシー保護 
★要支援から要介護5までの方のご入居募集中 

★ご入居公募中! ★町より家賃補助あり ★60歳からの安心生活 

（町内浜九番丁142－4）@49－9221 担当・氏家 

アミーユ・ホーム西隣り　Œ管理室　@41－0466 
（管理は合田不動産）町役場　@49－8012

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談

▼
相
談
日

五
月
八
日
∏

午
前
九
時
〜
正
午
　
▼
場
所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
二
階
　
▼
費
用

無
料（
要
事
前
予
約
）

▼
弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会
　
@
49
―
０
２
８
７



明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
・

市
区
町
村
に
お
け
る
流
通
産
業
施

策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で

す
。
調
査
の
項
目
は
、
事
業
所
の

名
称
、
所
在
地
、
経
営
組
織
、
年

間
商
品
販
売
額
等
で
す
。
お
答
え

い
た
だ
い
た
内
容
を
統
計
以
外
の

目
的
に
使
う
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

五
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

土
器
川
水
防
演
習
は
国
土
交
通

省
、
香
川
県
、
水
防
管
理
団
体
、

関
係
市
町
、
消
防
団
体
等
が
洪
水

に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

水
防
工
法
や
情
報
伝
達
・
人
命
救

助
訓
練
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
土
の
う
作
り
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
講
習
な
ど
の
水
防
工
法
体

験
コ
ー
ナ
ー
（
要
事
前
予
約
）
や
、

展
示
・
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

五
月
二
十
日
∂

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

土
器
川
生
物
公
園
前
河
川
敷

※
散
布
作
業
数
日
前
に
は
青
の
山

周
辺
に
立
看
板
を
設
置
し
周
知

し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

宇
多
津
町
で
は
、
薬
剤
散
布
に

対
し
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い

ま
す
が
、
次
の
注
意
事
項
に
は

十
分
留
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
散
布
日
は
散
布
区
域
内
に
立

ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
布
区
域
内
の
草
や

葉
等
に
は
、
一
週
間
程
度
は

触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
万

一
、触
れ
た
り
し
た
場
合
は
、

石
鹸
水
で
よ
く
洗
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
薬
剤
の
散
布
時
間
中
は
通
行

を
制
限
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

③
散
布
区
域
内
の
山
菜
等
は
、

一
週
間
ぐ
ら
い
は
食
用
に
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
誤
っ
て
散
布
区
域
に
立
ち
入

り
、
も
し
万
一
、
薬
剤
の
影

響
（
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き

気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
等
）

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
鶴
野
医
院
（
@
49
―

０
４
３
１
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

丸
亀
市
の
薬
剤
散
布

丸
亀
市
で
、
地
上
散
布
を
五
月

二
十
九
日
∏
〜
三
十
一
日
∫
と
六

月
二
十
一
日
∫
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
本
町
と
同
様
の
注
意
事
項
に

つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
産
業
振
興
課

@
49
―
８
０
０
９

六
月
一
日
ª
、
商
業
統
計
調
査

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
全

国
の
商
業
事
業
所
が
す
べ
て
対
象

に
な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を

―
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
―

本
年
度
も
青
の
山
東
面
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
地
上
か
ら
薬
剤
を
散
布

す
る
方
式
に
よ
る
松
く
い
虫
被
害

対
策
薬
剤
散
布
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
散
布
予
定
日
時

五
月
二
十
九
日
∏

六
月
十
九
日
∏

日
の
出
〜
午
前
九
時
三
十
分

▼
散
布
場
所

青
の
山
東
面
　
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
散
布
区
域
図
参
照
）

14

六
月
一
日
実
施

商
業
統
計
調
査

大
切
な
松
林
を
松
く
い
虫

被
害
か
ら
守
る
た
め

散布区域

広告 

制服他…取り扱い店 
■山田衣料店（山下）@49-0980　■渡辺衣料店（栄町）@49-0816 
■長尾衣料店（栄町）@49-0155　■吉田衣料店（栄町）@49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校 

宇多津中学校 

— 広告 規定制服販売店 

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店 

@４９-０１０３ 
●長袖シャツ●半袖シャツ 
●ブルマー●ハーフパンツ 
●ホッピングパンツ 
●エプロンセットには 

宇多津町伊勢町 
ネーム入れは 
無料です!

土
器
川
水
防
演
習

丸
亀
市



仕
団
員
等
が
社
員
加
入
の
お
願
い

に
お
伺
い
し
た
際
は
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

中
央
保
育
所
　
若
干
名

▼
勤
務
期
間

採
用
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
末

（
半
年
更
新
）
一
日
八
時
間
勤
務

▼
賃
金
　
日
給
　
七
、
六
○
○
円

▼
条
件

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課
　
中
村
ま
た
は
本
田

@
49
―
８
０
１
３

平
成
十
九
年
度
の
会
員
（
町
・

県
文
化
財
保
護
協
会
）
を
募
集
。

宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会
で

は
、
興
味
深
い
講
座
や
現
地
で
の

見
学
研
修
会
な
ど
、
町
内
外
の
ロ

マ
ン
あ
ふ
れ
る
文
化
財
に
ふ
れ
る

楽
し
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
育

ま
れ
て
き
た
、
す
て
き
な
財
産
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
会
希
望

の
方
は
、
会
費
を
添
え
て
、
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
費
（
年
間
）

県
・
町
会
員
両
方
あ
わ
せ
て

二，

〇
〇
〇
円

※
今
年
度
よ
り
片
方
の
み
の
会
員

登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
先

五
月
二
十
五
日
ª
ま
で
に
会
費

を
添
え
て
、町
教
育
委
員
会
ま
で
。

@
49
―
８
０
０
７

や
さ
し
く
て
楽
し
い
ス
テ
ッ

プ
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
に
ぜ
ひ
新
し

く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

▼
講
師

香
川
支
部
代
表

中
澤
千
津
子
先
生

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階

▼
日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

@
49
―
０
２
３
０
　
三
宅

日
本
赤
十
字
社
は
人
道
・
博
愛

の
精
神
に
基
づ
き
、
皆
様
方
の
ご

支
援
の
も
と
、
広
い
分
野
で
の
救

援
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
こ
れ
か
ら
の
人
道
支

援
に
対
す
る
内
外
か
ら
の
期
待
と

要
請
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
救
急
法
・
家
庭
看
護
法

な
ど
の
講
習
の
更
な
る
普
及
、
看

護
師
の
養
成
確
保
、
血
液
事
業
の

推
進
、
奉
仕
団
・
青
少
年
赤
十
字

活
動
の
拡
充
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
赤
十
字
事
業
の
財
源

は
、
皆
様
方
が
日
本
赤
十
字
社
の

社
員
に
加
入
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
「
社
費
」
と
「
寄
附
金
」
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
々
の
赤
十
字
社
員
へ

の
ご
加
入
に
よ
り
、
そ
れ
ら
事
業

も
一
層
拡
充
発
展
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社

の
事
業
に
一
層
の

ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
赤
十
字
社
員

に
ご
加
入
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
赤
十
字
奉

15

五
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
、
全

国
一
斉
に
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

が
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
　
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

〜
　
守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を
」
の

標
語
の
も
と
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

世
界
の
各
地
で
は
、
紛
争
や
ジ

ャ
ワ
島
中
部
地
震
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
自
然
災
害
が
あ
と
を
た
た

ず
、
多
く
の
犠
牲
者
や
被
災
者
が

発
生
し
、
飢
え
や
病
に
苦
し
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
台
風

災
害
な
ど
、
多
く
の
人
的
・
物
的

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
が
支
え
る

赤
十
字
の
活
動

臨
時
保
育
士
募
集

宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会

会
員
募
集

広告 

家族葬会館 

うたづ葬祭 

○140名収容可　○24時間受付 

（有）うたづ葬祭 

@49-2028

まごころ会員募集中 
会員の方は葬儀・法要 
基本料金10%割引 電話のみでOK

広告 

A0877－41－1099 
OPEN　6:00pm―3:00am 
宇多津町浜五番丁51番地4

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

@
０
８
７
―
８
４
１
―
９
１
２
５

『
文
化
協
会
ダ
ン
ス
の
部
』

ス
テ
ッ
プ
２１
会
員
募
集

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

A
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
駐
車
場
東
側
）
５
／
16
・
30

B
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
５
／
14
・
28

C
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
５
／
15
・
29

D
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
５
／
11
・
25

E
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。



おわびと訂正 ４月号11ページ「ユープラザうたづ今後の自主事業」中、日時の６月２日は６月９日の誤りです。深くお詫びし訂正
いたします。
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平
山
神
社
は
、
昔
か
ら
子
ど
も

の
神
様
、
安
産
の
神
様
、
ま
た
、

無
病
息
災
の
氏
神
様
と
し
て
近
隣

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
平
山
太
鼓
台
が
お
神

輿
の
お
供
を
し
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
に
続
き
大
好
評

で
あ
り
ま
し
た
「
親
子
獅
子
舞
」

の
競
演
と
「
写
真
」「
絵
画
」「
手

芸
」
展
を
行
い
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
方
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
大
祭
日
時
　
五
月
十
三
日
∂

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
神
事

▼
内
容

『
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
の
た
め
に

〜
室
内
空
気
環
境
と
水
環
境
を
考
え
る
〜
』

株
式
会
社
　
ピ
リ
コ

専
務
取
締
役
　
中
山
　
三
雄
氏

『
元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る

暮
ら
し
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
三
』

元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る

暮
ら
し
づ
く
り
研
究
会

▼
日
時

五
月
二
十
日
∂

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　
視
聴
覚
室

▼
申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
か

郵
便
又
は
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

▼
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
町
浜
八
番
丁
一
一
八
―
九

オ
フ
ィ
ス
住
ク
リ
エ
イ
ト
内

元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る
暮
ら

し
づ
く
り
研
究
会
事
務
局

@
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
49
―
９
６
６
２

Ｅ
メ
ー
ル：

okakz@
m
ail5.kbn.ne.jp

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定
員

六
十
名
（
先
着
順
）

愛
犬
家
向
け
に
犬
の
し
つ
け
方

や
遊
び
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
教
え
て
下
さ

い
ま
す
。

▼
日
時

五
月
二
十
七
日
∂

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

※
雨
天
時
は
六
月
十
日
∂
に
延

期
）

▼
場
所

坂
出
緩
衝
緑
地
（
番
の
州
公
園

内
）

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

@
45
―
６
８
２
０

（
聖
通
寺
山
山
頂
）

▼
講
師

四
国
経
済
産
業
局
　

局
長
　
塚
本
　
芳
昭
氏

▼
演
題

『
四
国
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
課
題
』

▼
会
費

二，

〇
〇
〇
円

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
　
藤
本
　
福
本

@
49
―
２
２
１
１

▼
場
所

町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館

▼
期
間

五
月
十
九
日
º
〜
二
十
日
∂

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
主
催

さ
つ
き
盆
栽
愛
好
会

※
新
人
入
会
大
歓
迎
。
町
花
の
さ

つ
き
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
会
費
　
年
二，

〇
〇
〇
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

@
49
―
２
５
０
５
　
井
戸

〜
自
然
が
語
る
あ
ふ
れ
る
ロ
マ

ン
・
水
の
ふ
る
さ
と
帝
釈
峡
〜

▼
日
時

六
月
十
日
∂

午
前
七
時
三
十
分

同
　
四
時
か
ら
「
神
輿
行
列
」

▼
場
所

平
山
神
社
（
宇
多
津
町
北
浦
）

▼
日
時

五
月
十
二
日
º

午
後
一
時
〜
五
時

▼
演
題

①
「
少
食
健
康
法
の
時
代
が
や
っ

て
き
た
」

甲
田
医
院
　
甲
田
光
男
院
長

②
「
健
康
づ
く
り
の
道
し
る
べ
〜

長
命
か
ら
長
寿
へ
〜
」

健
康
教
育
研
究
所
　
羽
間
鋭
雄

所
長

③
「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ

し
『
笑
っ
て
大
往
生
』」

県
立
中
央
病
院
　
泌
尿
器
科

朝
田
俊
彦
部
長

▼
参
加
費

前
売
一，

五
〇
〇
円

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

健
康
を
考
え
る
つ
ど
い

@
46
―
４
２
７
６

▼
日
時

五
月
十
六
日
π

正
午
〜
午
後
一
時

▼
場
所

サ
ン
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ

第
十
三
回

暮
ら
し
知
っ
得
セ
ミ
ナ
ー

ワ
ン
だ
ふ
る
マ
ナ
ー
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

参
加
者
募
集

健
康
ウ
ォ
ー
ク

平
山
神
社
の
春
祭
り

五
月
異
業
種
交
流
昼
食
会

講
演
会
「
健
康
を
求
め
て
」

さ
つ
き
展
示
会

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
今
後
の
自
主
事
業
①
「
心
に
響
く
ア
ル
プ
ス
の
音
色
　
ホ
ル
ン
と
ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
公
演
」

▼
日
時

六
月
九
日
º

開
演
／
午
後
六
時
　
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

@
49
―
８
０
２
０

▼
出
演

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
管
弦
楽
団
・
ヴ
ィ
リ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ガ
ー
（
ホ
ル
ン
）、
坂
高
音
楽
科
出
身
　
西
野
晴
香
（
ピ
ア
ノ
）

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中



受
付
時
間
／
平
日
　
午
前
九
時

〜
午
後
五
時

毎
月
第
二
、
第
四
日
曜
日
の
午

前
七
時
よ
り
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
空
い
て
い
る
時
間
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

@
49
―
０
４
１
６
　
前
川

49
―
０
２
８
７
　
松
浦

六
月
に
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
を
中
心

に
花
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
す
。

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

う
た
づ
花
と
緑
の
会

@
49
―
０
４
１
６
　
前
川

も
く
も
く
と
土
を
こ
ね
た
り
、

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
育
児
疲
れ

も
吹
っ
飛
ん
じ
ゃ
い
ま
す
よ
！

ぜ
ひ
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

▼
日
時

毎
月
第
二
金
曜
日

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

▼
講
師

西
本
　
裕
子

▼
場
所

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

▼
受
講
料

五
〇
〇
円

▼
材
料
代

一，

〇
〇
〇
円
（
購
入
時
の

み
・
粘
土
一
㎏
、
釉
薬
、
焼
き

代
含
む
）

※
申
込
は
直
接
お
越
し
下
さ
い
。

無
料
で
託
児
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
も
大
丈
夫

で
す
。
道
具
類
は
こ
ち
ら
で
用
意

し
て
い
ま
す
。汚
れ
て
も
よ
い
服
、

ま
た
は
、
エ
プ
ロ
ン
を
お
持
ち
下

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

@
０
９
０
―
７
５
７
３
―
８
８
２
５

17

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
モ
コ
モ
コ

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
・

陶
芸
教
室
」

花
好
き
の
方
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か

〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

一般相談
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、母
子・父子福祉問題、その他日常生活のあら
ゆる問題
5月1日（火）・15日（火）・22日（火）・29日（火）
午前9時30分～正午
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

身体障害者相談
5月18日（金） 午後1時30分～4時
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

弁護士による心配ごと相談（要予約）
5月8日（火） 午前9時～正午
町福祉センター
町社会福祉協議会　@49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　@49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　@49－8000

行政相談
5月18日（金） 午後1時～3時
町保健センター
町総務課　@49－8013

特設人権相談
6月1日（金）午前10時～午後3時
町保健センター2階
町住民生活課　@49－8002

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　@49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

毎週月曜日　午後12時30分～3時
やすらぎプラザ
町地域包括支援センター　@49－8740

毎週金曜日　午前9時～11時
町サポートセンター
町地域包括支援センター　@49－8740

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日
問

日

場

問

育児相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
5月25日（金） 午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　@49－8003

障害者相談（身体・知的・精神）
5月15日（火） 午前9時～11時
町役場1階保健福祉課
町保健福祉課　@49－8003

心理判定員によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
5月21日（月） 午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
5月10日（木） 午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　@49－4001

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
5月31日（木） 午前9時～11時30分
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問･受付

日

場

問

日

場

問

日

問

日

場

問

日

場

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

さ
わ
や
か
な
朝
の
ひ
と
と

き
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
役
場
駐
車
場
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所

広
島
県
　
国
定
公
園
帝
釈
峡

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
成
人
で
健
脚
に
自

信
の
あ
る
方
（
十
㎞
を
約
三
時

間
で
ウ
ォ
ー
ク
で
き
る
方
）

▼
参
加
費

二，

〇
〇
〇
円
（
交
通
費
等
）

※
原
則
、
申
込
後
、
キ
ャ
ン
セ

ル
時
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
員

九
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
持
参
物

弁
当
・
水
筒
・
し
き
も
の
・
雨

具
・
各
自
必
要
と
思
わ
れ
る

も
の

▼
主
催

町
体
育
指
導
委
員
会

※
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
責
任
は

負
え
ま
せ
ん
。各
自
で
け
が
防
止
、

暑
さ
対
策
な
ど
体
調
管
理
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

五
月
七
日
∑
〜
二
十
一
日
∑
ま

で
に
費
用
を
添
え
て
町
教
育
委

員
会
（
@
49
―
８
０
０
７
）
ま

で
。

※
五
月
七
日
よ
り
前
の
申
込
み
及

び
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
今
後
の
自
主
事
業
②
「
心
の
シ
ネ
マ
in
う
た
づ
」（
映
画
上
映
会
）

▼
日
時
・
作
品
名

六
月
十
日
∂

①
午
後
一
時
〜
　
『
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』（
主
演
　
「
お
し
ん
」
の
小
林
綾
子
）

②
午
後
三
時
三
十
分
〜
　
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』（
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
作
品
賞
受
賞
）

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
　
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

@
49
―
８
０
２
０



遊
び
は
子
ど
も
の
か
ら
だ
と

こ
こ
ろ
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い

子
ど
も
の
遊
び
（
運
動
を
と
も
な
う

遊
び
）
は
、「
身
体
能
力
」「
知
性
」「
社

会
性
」
を
育
て
て
い
く
う
え
で
と
て
も

重
要
な
も
の
で
す
。

遊
び
で
か
ら
だ
を
動
か
し
運
動
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
か
ら
だ

は
豊
か
に
発
達
し
ま
す
（
身
体
能
力
）。

ま
た
、
遊
び
の
中
で
ル
ー
ル
を
理
解
し
、

〒
769-0292

香
川
県
綾
歌
郡
宇
多
津
町
1881 

1
（
0877）

49-8013  FAX（
0877）

49-0662
宇
多
津
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http
://to
w
n.utazu.kag

aw
a.jp

発
行
　
宇
多
津
町
役
場
　
編
集
　
総
務
課

N
o.528

広
報
う
た
づ

M
ay.5/2007

広
報
う
た
づ
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す

広報うたづは、町役場1階窓口・保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターにありますので、自由にお取りください。

ê総務課　　　　　　　　　soumu@town.utazu.kagawa.jp
ê建設課・産業振興課　　　kensetsu@town.utazu.kagawa.jp
ê水道課・政策調整室　　　suidou@town.utazu.kagawa.jp
ê住民生活課・保健福祉課　jyumin@town.utazu.kagawa.jp

ê税務課　　　　zeimu@town.utazu.kagawa.jp
ê教育委員会　　kyouiku@town.utazu.kagawa.jp
ê保健センター　hoken-c@town.utazu.kagawa.jp
ê議会　　　　　gikai@town.utazu.kagawa.jp

人口の動き（4／1現在）●人　口　…17,863人（△46人）（男）8,793人（△14人）（女）9,070人（△32人）●世帯数　7,657世帯

遊
び
を
見
直
し
て
元
気
ア
ッ
プ
！

〈
親
子
で
元
気
ア
ッ
プ
④
〉

各課メールアドレス

夢を与える
綿矢りさ

四国三郎吉野川の
印象
田村善昭

不都合な真実
アル・ゴア著
枝廣淳子訳

なまえをみて
ちょうだい
あまんきみこ
西巻茅子

12歳からの
映画ガイド
佐藤忠夫

どろんこそうべえ
たじまゆきひこ 著

著

一
般
書

児
童
書

作

絵

作

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着
図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
能
力
を
育
む

「
遊
び
」
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
こ
ど

も
の
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

遊
び
が
子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
し
っ

か
り
理
解
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

昔
な
が
ら
の
遊
び
を
子
ど
も
に

伝
え
よ
う

ゲ
ー
ム
や
パ
ソ
コ
ン
に
熱
中
す
る
今

の
子
ど
も
と
違
い
、
お
と
な
の
世
代
は
、

メ
ン
コ
や
石
け
り
、
ゴ
ム
と
び
、
か
く

れ
ん
ぼ
、
お
に
ご
っ
こ
な
ど
、
昔
な
が

ら
の
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
な
か
ま
同
士
で
ケ
ン
カ

し
た
り
、
仲
直
り
し
た
り
、
競
い
合
い
、

教
え
合
い
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
そ

の
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に

工
夫
し
な
が
ら
遊
び
を
創
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
遊
び
は
、
子
ど
も
の
か

ら
だ
や
こ
こ
ろ
の
発
達
に
欠
か
せ
な
い

要
素
を
含
む
宝
物
な
の
で
す
。

お
と
な
に
と
っ
て
は
懐
か
し
く
、
な

じ
み
の
あ
る
遊
び
で
も
、
今
の
子
ど
も

た
ち
に
は
初
め
て
出
会
う
新
鮮
な
遊
び

で
す
。
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
加
え
、
子
ど
も

に
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

（「
元
気
ア
ッ
プ
親
子
セ
ミ
ナ
ー
」
ブ
ッ
ク

『
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
！
』
よ
り
）

人
数
や
場
所
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
を
変
え

て
い
く
な
ど
、
色
々
工
夫
す
る
力
を
つ

け
て
い
き
ま
す
（
知
性
）。

そ
し
て
、
さ
ら
に
大
勢
の
な
か
ま
た

ち
と
遊
ぶ
こ
と
か
ら
、
協
調
性
や
思
い

や
り
な
ど
人
と
か
か
わ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
す
（
社
会
性
）。

こ
の
三
つ
の
能
力
は
、
互
い
に
深
く

関
連
し
合
っ
て
い
て
、
子
ど
も
の
成
長

に
は
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。

著

訳著




